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った。紋柏類似拮とし、うべぎかもしれず，病原菌0)柿 Tungloが合まれていることが IRRIの研究者により

類，生態について (1)研究を要する（？ 明らかにされているが， SouthKalimantanの Barabar 

7 その他の病者 この国では Menthekといわれ 付近で在末品種の Lemoにこれが発牛．しているのをみ

る納害が有名であるが，この名は「小人の廣法使い］ た。 1965年には 5,500haが収穫皆無であったという

びパ豆）士語の由で，近代科学的研究以軌に支えられ ことであったが，この年に1よそれほど激しいものでは

た，種々の類似症状の総称と考えられる。 194:1年に普 ない0 Tunglo を見たのは初めてであったが，下葉か

及に移された Bengawan 以後の品種はし、ずれも高度 ら橙黄色に窒わり，全体に若fこの差縮している。帰途

抵抗性で， この屑，枠は間題にならなくなった， と指導 IRRIで Tunglo として見せられたものと病徴はよく

者層は口を揃えて言りが，実際にば在来品種の栽培が 似てよた。しかし TungloO)納徴は品種により薯しく

まだ多いこともあり、 各所で :V1enthekとし、われるも 異なるとのことなのでさらに検討を要しよう。

U)を見せられた，， このように Ylenthekは要するに稲が牛育しない現

北大の日中明教授らのチームと同行して東 Jawaの 象を指して農民がし、う総称のようで，ウイルスや史素

Ngale試験地や Kebonredjoでみたものは， l:i~20crn 欠乏によるものの他，銀虫や線虫によるものも含まれ

i))苗が，莱鞘が長く艇身は出すくみ，その葉身に中肋 ているようで，今後さらに詳細な検討を要する。

を残して両側にやや水浸状，不明瞭な細かい褐点が多 これらの他にもマイナーな病害が種々認められた

数生じて全体が褐色にみえる勺田植をしたまま生育が が，紙面の都合で削除する。

停止して桔死寸前の状態である（：田中教授によればilli インドネシア国における稲作の生物障害としては第

鉛欠乏症とみられる由であっ久こ。西 Jawaの Tjihea ・・ ・ に野鼠，第二に蚊虫で，この両者についてはかなり

でみ之ものは，上叫I/)ものと児なり茉身の中肋が黄褐 知識も普及しているが，病害については研究者も非常

色で，両側に rustedspotsが 拡 が っ て い る へ 品 種 に少なく，技術者の知識も低し、。謡でもテキスト通り

Dewi Ratihぱ未出穂であったが PB5は出椋してい のことを覚えているが，自分の日で確かめてみる事を

て，穂軸全体が褐変し頸部で折れているものが多し，。 しなし、ようである。この11,]ぱオランダ，米同，西独，

稔実が悪く，料が薄いが不稔ではなし，c 同行の農技研 そして日本の援助競争の場であるようだが，この中で

八木内博いこよれば亜鉛欠乏とは明らかに異なるもり） 日本は，植物防疫の場面で大し，に只献する余地がある

り由であ。)に ように思われた。

Nlenthek とし、われるものの中にウイルス病である

セイロンにおけるトウガラシウイルス病の

診断同定と防除に関する研究

泊ク
ク才 代沿

柏物ウイルス研究所，併（「

熱惜農業研究センクー

駐礼場所： Central Agricultural Research Institute 末が使われてし、る， 1970年の政府発表によれば乾燥ト

Peradeniya, しeylon ウガランとして邦価約 1億 8千万円（人口約 1,000万

性在期間： 1969年10月 6[」 ~19711(10 月 人）を国外から輸入し，一次産品でえた外貨で支払，

当初―ーセイロンにおげる主要作物ウイルス1青））診断 ていた。そこで現バンダラナイケ政府は乾燥トウガ

[rfj応こ閃する研究＿ーをテーマに拭験研究を行なうこと シの輪人を全面的に禁止しf'.l給自足の方針をたてた勺

になってし、たが，派遣直訓になってとくに上記のテー ＾方トウガラシ栽培は規模の大小を間わなげれは全島

マについてり研完を七イロン農業省から要請されこ 至るところで栽培されている トウガラ、ンは用途に

こ承知のよりにセイロン人の常食はカリー｀アンドし よって生食用 (green chilli) ,': カリー用 (drychilli) 

ライスでそり主要な香平料の 1つとしてトウガラシ粉 に分げて栽培される n 第 1図こ示したよパしことくに
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第 1図 セイロンの主要トウガラシ生産地帯

後者の主要牛産地は乾燥地常（七イロンでは年間1中J

恰 75インチ以下の地帯）と言われる，見の中央部から

北，'i[;に位する Jaffna, Vavuniya, Anuradhaμura, 

Puttalam, に存在ずる。これらの地瞥てのトウガラシ

栽培上の悴害の要因は幾つかあげることができるが，

妓も菫要な間題はウイルス納の発牛が激甚でこのため

ある地区のトウガラシ栽培は不可能になってし、ると言

べ）ても過言でない。そこで屯門家を設成するためセイ

ロン農業者は Mr.B. C. Bandranaike (当時柄坪部所

属）を1969年 9月から一年間柏物ウイルス研究所分類

研究室に派遣し， ウイルス研究を伍修させ，帰国後私

の Counterpartとし，その後引続し、てウイルス研究に

従事させる約束で私は着任した。本文は 1、ウガラシウ

イル・ス栢の圃場発牛調杏，診断・同定，防除試験等の

結呆についての中間報岩である。最終的なウイルス柄

の診断・同定はウイルス粒fの電瀬観寮，血沿反応等

行なわなければならないが， これらの研究は現地では

望むべくもない。したがって分離したウイルスを日本

に持ち帰り，目卜研完中であるので近し、将米これらに

ついては報告で苔るであろう。

トウガラシ圃場におけるウイルス病の発生調

査

Jaffna と Anuradhapura の灌漑可能なわずかな地

区を除いた上期の 4地区では， Maha期（北東モンス

ーンで全島に雨をもたらす）に年 1回作付される。地

域により多少異なるが，落花牛．，タバコ， トマト， ト

ウモロコシ，タマネギ等の作物との輪作が組まれてい

る地帯が多い。また集約栽培から焼畑に至るまでまこ

とに雑多な栽培様式であった。栽培品稲は在来種が比

較的多かったが，近年どの地区でも MIR (マハイル

パルマでの交配種）が漸次栽培面積をJ曽加させつつあ

るっこの品種は日本の品種と比較じ柄害抵抗性がかな

り強く，さらに関花結丈が徐々に行なわれ，栽培期間

は 6ヶ月におよぶっ圃場でのウイルス病の病徴は第 2

図に示したよりにモザイク型とリーフカール型に分け

られ，その調杏結果を第 2図に要約した，

トウガラシウイルスの病微

写真 1 モザイク病微 (CMD)

写真 2 リーフカール病微（コナジラミで

伝搬した発病株）
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第 2図 主要生産日区のウイルス病発生調査

（マハ期 1969/70)

一般的に甜岸地帯に属する Jaffna, Puttalam では

モザイク柄が，内陸部に属する Vavuniya,Anuradha-

puraでは Leafcurl j丙の発生が多し、。発柄はいずれの

地区においてもモザイク病では本畑移柏後 1~2週間

で発生し始め， Leafcurl病はやや遅く 3~4週間後か

ら発訴がみられた（）これらのウイルス糾は苗床での初

期感染が考えられたので Anuradhapura,Vavuniya両

地区の農家の苗床の幼苗を採集し接種試験で検定した

ところモザイク胎が 1~2%, Leaf curl病は u96であ

った，）この結果はもちろん苗床での防除は重要である

が，より罰本畑移柏後の防除が爪要であることを賠

ぷした。

主要生産地区に発生するウイルス病の診断と

同定

現在l-:ilcの 4地区および Badulla,Kandy地区から

約90柄株を採集し，寄主範皿主な分離株の物理的袢

第 l表 セイロンに恥tるトウガラシ主要生）産地誓から分離されたウイルス

染伝

質，ウイルス伝搬試験等を行なってし、るが， ここでは

いままでにえられた33分麿rn株の結果をまとめてみたr

その結呆は第 1表のように 5つのウイルス群にわけら

れた。

l タバコモザイクウイルス (T.M.V) 

タバコ， トウガラ、ンに全身モザイク症状，

N. glutinosa, インゲン（大丁己）の接種葉に local

lesion. ササゲ（黒種16ササゲ）， ソラマメに無反応．．

沈降反応による日本酋'.'TMV普通系抗血泊反応が陽付

のウイルスを TMVとした。本ウイルスは容易にii液

伝染し，アブラム、ンでは伝搬しなし、3 このウイルスの

トウガラシからの分離頻度は比較的低か.,た。しかし

Jaffnaのようにタバコ， トマト， トウガラシの栽培か

同時に行なわれ，かつ， これらの作物との輪作体系か

組まれている地区では重要な病原ウイルスとなりりろ

可能性がある。

2 キウリモザイクウイルス (01V)

タバコ， トウガラシ， N.glutinosaに令身モザイク

砧徴．ササゲ，ソラマメの接種菜に locallesion, インゲ

ンに無反応，耐熱性 50~55℃ 10分，耐希釈性l/2, 5ll() 

~1/3,000, 耐條存性 2~3 日（室温）を示し，け液仏

染，アブラムシ伝搬共に阻性のウイルスを CMVとし

本ウイルスのトウガラシから 0分離頻悛はかなり

高くし、ずれの地区からも分離され， TMV, Leaf curl 

virusとの菫復感染株もみられたが， 単狐感染株もか

なり存在したc

3 トウモロコシモザイク Bウイルス

このウイルスは今のところトウガラシのみにii液伝

試 験 ー^―t
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染し，タバコ， N.glutinosa, インゲン，ササゲ，

C. amaranticolor等に反応しないでアブラムシ伝搬は 圃場におけるウイルス病防除試験

不明，そしてしばしば Vavuniya,Anuradhapura等の 分離した多くのウイルスは媒介昆虫により伝搬され

内除部から分離された。ここでは本ウイルスは未同定 たでそこで殺虫剤によるモザイク柄および Leafcurl 

-J)ためトウガラシモザイク Bウイルスと仮称した。詳 柄の防除試験を Peradeniya と Jaffnaで 1970/71

細は実験中である。 Maha期と 1971年 Yala期の 2団にわたって行なったぐ

4 トウガラシモザイク Aウイルス 供試薬剤は撒布用としてスミチオン，サイアノ，J クス

このウイルス群はけ液伝染，アブラムシ伝搬共に陽 （作友化学），ハダン（武田薬品），+壌施用剤として

件でトウガラシに全身モザイク，タバコ（ホワイドバ PS P-20-1 (北興化学）會 ニカチン TD(三共）を供試

レー｀ブライトイエロー，トルコタバコ，七イロン在米 した。育釘ぱ Virus-free苗をうるため C.A. R. Iの

種，の接種菜に全身的黄斑を形成し，のちに Necrosis 網室で行なった。品種はセイロンで最も普遍的品稲で

となり更に上葉に移行し， 葉脈，茎に Necrosisを牛 ある MIHを用い1こ撒布剤1ま移柏後10日ごとに約 3

じたcこの傾回は N.rusticaにおいて最も激しい。 力月間，士壌施用剤ぱ移柏時，移柏後20日， 40日計 3

N. glutinosaは上葉に全身黄斑を生じ次第に chlorotic 回施用した。発病凋査ぱ10日毎に行なったr試験区は

mottleとなるっ恥温時には上葉に Necrosisを生じる 15 X 15 feetを一区とし 4連制をとった。 ここでは紙

場合もあった。インゲン，ササゲ， C.amaranticolor 数の関係から 1970./71年 Maha期におげる両試験地で

に無反応，耐熱性 55~60'C10分，耐希釈性 1!5,000~ のスミチオンとニカチン TD処坪区の結果を記ず、

l 6,000, 耐保存性 23-30℃ で 3-4 11. 5℃ で9- 第 4図はスミチオン撒布とモザイク病防除につし、てま

10日。本ウイルスは Jaffna, Puttalam等の面岸地楷

から分離され， とくに Jaffnaに発生するトウガラシ

モザイク訥の訥原ウイルスの6096以上はこのウイルス

に起囚すると思われた，：未同定のため，ここではAゥ

イルスと仮称した'J

5 トウガラシ Leafcurl virus 

本ウイルスの発生は調杏したどの地区にも発生が且忍

められたが，とくに内陸部でその発牛が激甚であっ

コナジラ sBemisia inconopicuaで媒介され，汁

液伝染， アブラムシ伝搬1ましない。接木伝染は容易に

行なわれるcLeaf curl ¥・irus単独感染株もあっ心が，

その多くは他のウイルスとの重複感染株が比較的多か

た。セイロンにはコナシラミで媒介される Leafcurl 

11灯とハダニ， スリ，，フスの加害により発牛する Leaf

cu.rl恥類似I})ものとあり，肉眼ての1.t,j者（1)判別は困難

であるへ本ウイルスはトマト， タバコの Leafcurl :J内

関係があると芦われるが，セイロンでは明らかでば

し、 私の結呆によれば，雌雄の健全成虫が少なくとも

1時間以上柄株を吸iiすれは伝搬能力を獲得しトウガ

，J -/からトウカラシに伝搬ずる＾伝搬能力は約ー貨週間

以l:保持してし、た，虫体内潜伏斯は目下検叶中であ

る^ 、［が主範t用その他詳細は実験Iドである，、内怪部こお

るトウガラシ栽培ぱ本納害によ，て左もされると五

ごら良い程発化は激峠である

現伍まで以ヒ 5つ砧原のウイ;:,スを分雌したが，今

後I)研究の進展に伴-,て新しし、ウイルスが出現ナるnf
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本畑移植後のH数

第 3図 スミチオン撒布によるトウカラシ，

モサイク，ウイルス病防除試験 (10

日間隔撒布）

とめにものである。対照区では移柏後2011切から病病

し始めるが，←＾方徹布区では 10~50 日後煩から発柄

し，発納時期がかなり遅延したへ第 5図ぱニカチン T

［）処理とモザイク恥,T)防除左示した:ず匁わち， モサ

イクす汎))防除効果はスミチオンと同様な餡向を示し

とくにモサイク柄;i Jaffna ,;)試験区におし、て少

なく， Peradeni,・aこおしいて｛よ／散布区でずら90日後には

fil巧以上の発病率を小し収穫期切iこば 10096り発柄半

を入た このことは Peradeniyaにおげるモザイク恥

の防除は10日ごとの撒布でも防除が不可能であること

が判ったぐ，つぎに Peradeniyaでは Leafcurl躯い発
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第 4図 エカチン TDの土壊施用によるトウ

カラシ，モザイク，ウイルス病防除

試験
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伶 I ; 千''"' 

献, l , T 

WuJJJ 本灼1移柏後のll数

1'171) 71 ¥L¥Jl¥ 

.bfh, 

第 5図 スミチオン，エカチン TDによる

トウガラシ． リーフ・カール病防

除試験

生がはかったので， JaffnaでJ) Leaf curl病防除試験

/)結果を第 6図にぶした＾こ O_)調査は廿i」述のように 2

~),/)原因で牛じると思オ）れる Leaf curl柄を区別しな

し、て行なったっ対照区では移柏後10日切から，ニカチ

ン'「 D処雌区を除くすべての処理区で20日後隕から発

恥し始め，対照区では30日後切に7lJOci以上の発刈打率を

小したったとえばスミチオン撒布区では30日後に発柄

ぷが最大となり，その後日数の経過とともに減少し

f二こ])ことは薬剤の効果を不したとともに原因と思

われる」も虫グ）発牛々態の研究り重要件を賠がしてし，

るC) - • 方ニカチ /fD処理［メ＾は本試緊に関する限り ''1i
初から完全に Leafcurf病の発病をおさえにすなわ

ち， コナジラミによる Leafcurl柄をおさえ・人のか又

はハダニ，スリ／プス ,J)発牛をおさえその被害を軽減

しfこのか本試験からは明らかでなし、が，セイロン(!う

Dry zone の気象とハタニ， スリノフス 0)発化条件を

考え併せるとエカチ 1/TDがハダニ， スリ，，フスの発

'I, をむさえ，これらの虫古による心 Leafcurl類似

ゾ）恥徴の発11:をオ3さえたてあろう、―とは想像にかた＜

なし、＇， しかじ）：際に Jaffna認よびそり他）ぅ乾燥地：g. 

と言オ）れる地区てのトウガラシ見） Leaf curl i内がコナ

ンラミで媒介されるウイルスにより人彦江被害がも左

らされるのか，ハダニ、スリ／プスの虫害による被内

が大ぎし、のかは今後(/)研究課題てあろり？しかしはが

ら， Jaffnaにはトマト，タバコ ,l) Leaf curl病}_)発'js

が極めご許辿的であるところからコナシラミにより媒

介される Leafcurl virus応車史匁恥原ウイルスリ）

つであることは間近し、入し、こ、以」 J_)よりに1胄極的な力

法ではあるが，殺虫剤によるウイルス病の防除はかば

i)の効果か認められた，、もちろん，担抗性品f恥ぅ育成

J)必疫件があることは言をまになし、が，且l-(1(}うどころ

これこつし、ては全く見通しは芯し、こ

セイロンはあらゆる分野に数多く J)間｝祖をかかぇて

いるぐ ti会1月題はさておき，農業間粗の中い立糧＾つ

をとりあけてみても主食である米りIJ給が過去1()数年

にわたる日本人専門家の努））にもかかわらず木たに出

来はし、。それのみならずトウガラン，タマネギ， iふ

砂糖等の輸入を他尻にあ認し、でし、る’．そ iJ)1 j-1 U) トウカ

ラシをとりあげても増産体勢こもって行く主でに陪決

しなくてはならない行政し技術上の間題が山精して

いる"このような中で私迅在外研究員の研究結果が

I/)程度役立つかは現状では計り知りうべくもなしヅ八

何時の日にか役立つことがあるとすれば哨外り杵ひで

あるとしなくてはなるまい¢
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